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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信システムのＵＥにおいてＣＰＣ機能を改善する方法であって、
　再設定メッセージを受信する段階と、
　前記ＵＥが複数の条件を満足し、かつ前記再設定メッセージに特定のＩＥが含まれた場
合に、ＤＴＸ－ＤＲＸ動作を起動する段階とを含み、
　前記特定のＩＥは、ＤＴＸ－ＤＲＸ動作のタイミング情報を保存するために用いられる
、ＣＰＣ機能の改善方法。
【請求項２】
　前記ＤＴＸ－ＤＲＸ動作を起動する段階において、変数ＤＴＸ＿ＤＲＸ＿ＳＴＡＴＵＳ
を「真」に設定する、請求項１に記載のＣＰＣ機能を改善する方法。
【請求項３】
　前記複数の条件は、
　ＵＥがＣＥＬＬ＿ＤＣＨ（セル専用チャネル）状態にあることと、
　変数ＨＳ－ＤＳＣＨ　ＲＥＣＥＰＴＩＯＮと変数Ｅ＿ＤＣＨ＿ＴＲＡＮＳＭＩＳＳＩＯ
Ｎがいずれも「真」に設定されていることと、
　使用中のＤＣＨ（専用トランスポートチャネル）がないことと、
　変数ＤＴＸ＿ＤＲＸ＿ＰＡＲＡＭＳの設定が完了していることとを含む、請求項１に記
載のＣＰＣ機能を改善する方法。
【請求項４】
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　無線通信システムにおいてＣＰＣ機能を改善するための通信装置であって、
　通信装置の機能を実現する制御回路と、
　制御回路の中に設けられ、プログラムコードを実行して制御回路を制御するＣＰＵと、
　制御回路の中にＣＰＵと結合するように設けられ、プログラムコードを記録する記憶装
置とを含み、前記プログラムコードは、
　再設定メッセージを受信するコードと、
　前記通信装置が複数の条件を満足し、かつ前記再設定メッセージに特定のＩＥが含まれ
た場合に、ＤＴＸ－ＤＲＸ動作を起動するコードとを含み、
　前記特定のＩＥは、ＤＴＸ－ＤＲＸ動作のタイミング情報を保存するために用いられる
、通信装置。
【請求項５】
　前記ＤＴＸ－ＤＲＸ動作を起動するコードにおいて、変数ＤＴＸ＿ＤＲＸ＿ＳＴＡＴＵ
Ｓを「真」に設定する、請求項４に記載の通信装置。
【請求項６】
　前記複数の条件は、
　ＵＥがＣＥＬＬ＿ＤＣＨ状態にあることと、
　変数ＨＳ－ＤＳＣＨ　ＲＥＣＥＰＴＩＯＮと変数Ｅ＿ＤＣＨ＿ＴＲＡＮＳＭＩＳＳＩＯ
Ｎがいずれも「真」に設定されていることと、
　使用中のＤＣＨがないことと、
　変数ＤＴＸ＿ＤＲＸ＿ＰＡＲＡＭＳの設定が完了していることとを含む、請求項４に記
載の通信装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は無線通信システムにおいてＣＰＣ（Ｃｏｎｔｉｎｕｏｕｓ　Ｐａｃｋｅｔ　Ｃ
ｏｎｎｅｃｔｉｖｉｔｙ、パケットの継続的連続性）機能を改善する方法及び装置に関し
、特に不連続送受信動作（ＤＴＸ－ＤＲＸ　Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ）の起動プロセスを改善
することでＣＰＣ機能を改善する方法及び装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　第三世代移動通信システム（ユニバーサル・モバイル・テレコミュニケーション・シス
テム、ＵＭＴＳ）はＷＣＤＭＡ（広帯域多元分割接続）方式で高スペクトル利用効率、高
カバー率、優れた通話品質と高速伝送を実現するとともに、ＱｏＳ（サービス品質）の確
保、柔軟性のある双方向通信の実現、通話中断率の低減に大きく寄与する。第三世代移動
通信システムを利用すれば、動画鑑賞、電話会議、オンラインゲーム、オンラインミュー
ジック再生、電子メールを楽しむことができる。もっとも、これらの機能は迅速かつ実時
間のデータ送信機能に頼る。帯域幅の利用効率とパケットデータの処理効率を向上させ、
上り・下りの送信速度を改善するために、第三世代移動通信システムに対して、従来の技
術ではＨＳＰＡ（高速パケットアクセス）システムを導入している。ＨＳＰＡシステムは
ＨＳＤＰＡ（高速ダウンリンクパケットアクセス）とＨＳＵＰＡ（高速アップリンクパケ
ットアクセス）を含む。
【０００３】
　第三世代移動通信システムの通信プロトコルによれば、ＡＳ（アクセスストラタム）は
機能の異なる複数の副層に分けられ、各副層の動作は当業者に周知のため、ここで説明を
省略する。そのうちＲＲＣ（無線資源制御）はＵＴＲＡＮ（ＵＭＴＳ無線アクセスネット
ワーク）とＵＥ（ユーザー端末）に設けられる第三層プロトコルで、ＡＳの通信プロトコ
ルの核心をなす。ＲＲＣ層には複数のＲＲＣプロシージャが定められ、ＲＲＣプロシージ
ャはＲＲＣメッセージを用いて実行される。ＲＲＣメッセージの中の情報要素（ＩＥ）は
第二層プロトコルと第一層プロトコルを設定、変更、または解放するために必要な情報を
運び、データパケットの交換に用いる。
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【０００４】
　ＨＳＵＰＡとＨＳＤＰＡを改善するために、３ＧＰＰ（第三世代パートナーシッププロ
ジェクト）はＣＰＣ（パケットの継続的連続性）という概念を導入した。ＣＰＣはＲＲＣ
状態がＣＥＬＬ＿ＤＣＨ（セル専用チャネル）のＵＥに適し、各セルのサービス対象端末
の数量を増やし、アップリンクチャネルのノイズを抑制するとともに、ＵＥの音声パケッ
トサービスの受信性能を向上させる効果がある。
【０００５】
　３ＧＰＰは、ＵＥとネットワークの間の伝送量が小さいときに電力消費を減少するため
に、ＣＰＣについて不連続送受信動作（ＤＴＸ－ＤＲＸ　Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ）を導入し
ている。ＤＴＸ－ＤＲＸ動作はアップリンク不連続送信（ＤＴＸ）と、アップリンク不連
続受信（ＤＲＸ）と、ダウンリンク不連続受信（ＤＲＸ）とを含む。アップリンクＤＴＸ
はアップリンクのイナクティブ時（例えばＥ－ＤＣＨ（エンハンスド専用トランスポート
チャネル）とＨＳ－ＤＰＣＣＨ（高速専用物理制御チャネル）のイナクティブ時）に、制
御信号をアップリンク制御チャネルに定期的に送信することで、アップリンク制御信号の
送信量を減らし、信号の同期と電力制御ループを確保する。アップリンクＤＲＸはアップ
リンクＤＴＸと合わせて、特定時間にのみＥ－ＤＣＨを送信するようにＵＥを制御する。
一方、ダウンリンクＤＲＸはＲＮＣ（無線ネットワークコントローラ）の設定に基づいて
、ＵＥのダウンリンク受信タイミングを制限し、電力消費を削減する。したがって、ＤＴ
Ｘ－ＤＲＸ動作の起動後、一部の状況を除いて、ＵＥはダウンリンク物理チャネルをリス
ンする必要がない。注意すべきは、ＤＴＸ－ＤＲＸ動作はＲＲＣ状態がＣＥＬＬ＿ＤＣＨ
のＵＥにのみ適用できる。
【０００６】
　ＤＴＸ－ＤＲＸ動作の関連設定について詳しくは後述を参照する。ＵＥでＲＲＣ接続セ
ットアップ（ＲＲＣ　ＣＯＮＮＥＣＴＩＯＮ　ＳＥＴＵＰ）メッセージ、アクティブセッ
ト更新（ＡＣＴＩＶＥ　ＳＥＴ　ＵＰＤＡＴＥ）メッセージ、セル更新確認（ＣＥＬＬ　
ＵＰＤＡＴＥ　ＣＯＮＦＩＲＭＡＴＩＯＮ）メッセージ、または他の再設定（Ｒｅｃｏｎ
ｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）メッセージを受信しており、かつ下記条件が成立した場合では、
ＵＥは変数ＤＴＸ＿ＤＲＸ＿ＳＴＡＴＵＳを「真」に設定し、ＤＴＸ－ＤＲＸ動作を起動
する。
【０００７】
　１．ＵＥがＣＥＬＬ＿ＤＣＨ状態にある。
　２．変数ＨＳ－ＤＳＣＨ　ＲＥＣＥＰＴＩＯＮと変数Ｅ＿ＤＣＨ＿ＴＲＡＮＳＭＩＳＳ
ＩＯＮがいずれも「真」に設定されている。
　３．使用中のＤＣＨ（専用トランスポートチャネル）がない。
　４．変数ＤＴＸ＿ＤＲＸ＿ＰＡＲＡＭＳの設定が完了している。
　５．ＵＥで「ＤＴＸ－ＤＲＸ　ｔｉｍｉｎｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ」というＩＥを
受信している。
【０００８】
　前記条件のいずれかが満足されず、かつ変数ＤＴＸ＿ＤＲＸ＿ＳＴＡＴＵＳが「真」の
場合では、ＵＥは下記動作を実行すべきである。
【０００９】
　１．変数ＤＴＸ＿ＤＲＸ＿ＳＴＡＴＵＳを「偽」に設定する。
　２．変数ＤＴＸ＿ＤＲＸ＿ＰＡＲＡＭＳを消去する。
　３．ＤＴＸ－ＤＲＸ動作の関連動作をすべて停止する。
【００１０】
　簡単にいえば、ＵＥは変数ＤＴＸ＿ＤＲＸ＿ＳＴＡＴＵＳの結果（真か偽か）に基づい
て、ＤＴＸ－ＤＲＸ動作の起動・終了を制御する。また、ＵＥは受信したＤＴＸ－ＤＲＸ
動作パラメータを変数ＤＴＸ＿ＤＲＸ＿ＰＡＲＡＭＳに保存する。変数ＤＴＸ＿ＤＲＸ＿
ＰＡＲＡＭＳは「ＤＴＸ－ＤＲＸ　ｔｉｍｉｎｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ」ＩＥと、「
ＤＴＸ－ＤＲＸ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ」ＩＥを含む。「ＤＴＸ－ＤＲＸ　ｔｉｍｉｎ



(4) JP 4777450 B2 2011.9.21

10

20

30

40

50

ｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ」ＩＥはＤＴＸ－ＤＲＸ動作のタイミング情報を保存するた
めに用いられ、「ＣＨＯＩＣＥ　Ｔｉｍｉｎｇ」ＩＥ、「ＤＴＸ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏ
ｎ」ＩＥ、「ＤＲＸ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ」ＩＥなど他のＩＥを含む。ＵＥのＤＴＸ
－ＤＲＸ動作タイミングを再設定しようとする場合、ネットワークは「ＣＨＯＩＣＥ　Ｔ
ｉｍｉｎｇ」ＩＥをＵＥに送信し、ＤＴＸ－ＤＲＸ動作のタイミング設定を選択する。
【００１１】
　関連の通信プロトコルによれば、「ＤＴＸ－ＤＲＸ　ｔｉｍｉｎｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔ
ｉｏｎ」ＩＥを受信し、かつ「ＤＴＸ－ＤＲＸ　ｔｉｍｉｎｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ
」ＩＥの中の「ＣＨＯＩＣＥ　Ｔｉｍｉｎｇ」ＩＥが新たなタイミング設定であると判断
した場合、ＵＥは「ＤＴＸ－ＤＲＸ　ｔｉｍｉｎｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ」ＩＥの内
容を変数ＤＴＸ＿ＤＲＸ＿ＰＡＲＡＭＳに保存する。また、ＵＥは「ＤＴＸ－ＤＲＸ　ｉ
ｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ」ＩＥを受信した場合にも、「ＤＴＸ－ＤＲＸ　ｉｎｆｏｒｍａｔ
ｉｏｎ」ＩＥの内容を変数ＤＴＸ＿ＤＲＸ＿ＰＡＲＡＭＳに保存する。
【００１２】
　しかし実際には、「ＤＴＸ－ＤＲＸ　ｔｉｍｉｎｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ」ＩＥの
中の「ＣＨＯＩＣＥ　Ｔｉｍｉｎｇ」ＩＥが新たなタイミング設定であると判断したとき
、ＵＥは「ＤＴＸ－ＤＲＸ　ｔｉｍｉｎｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ」ＩＥを変数ＤＴＸ
＿ＤＲＸ＿ＰＡＲＡＭＳに保存する必要がなく、「ＤＴＸ－ＤＲＸ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉ
ｏｎ」ＩＥを保存すればよい。
【００１３】
　また、前述のように、ＤＴＸ－ＤＲＸ動作の起動後、ＵＥは前記５つの条件のいずれか
が成立しない場合にのみＤＴＸ－ＤＲＸ動作を終了させることができる。例えば、ＤＴＸ
－ＤＲＸ動作の起動中、それを終了させて連続送信に切り替えようとすれば、ＵＥはＣＥ
ＬＬ＿ＤＣＨ状態を離れるか、または変数ＨＳ＿ＤＳＣＨ　ＲＥＣＥＰＴＩＯＮと変数Ｅ
＿ＤＣＨ＿ＴＲＡＮＳＭＩＳＳＩＯＮをいずれも「偽」に設定してから（すなわちＨＳＤ
ＰＡシステムとＨＳＵＰＡシステムを離れる）、再びＣＥＬＬ＿ＤＣＨ状態に入らなけれ
ばならない。また、ＤＴＸ－ＤＲＸ動作の起動は、ＵＥにおいて変数ＤＴＸ＿ＤＲＸ＿Ｐ
ＡＲＡＭＳの設定が完了し、かつ「ＤＴＸ－ＤＲＸ　ｔｉｍｉｎｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉ
ｏｎ」ＩＥが既に受信されていることを意味し、この２つの条件を覆してＤＴＸ－ＤＲＸ
動作を終了させることは、困難である。
【００１４】
　したがって、ＵＥにとって前記条件が成立しないことは容易ではないので、ＤＴＸ－Ｄ
ＲＸ動作の起動後、それを終了させるのが困難で、伝送効率はそれによって低下しかねな
い。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１５】
　本発明は無線通信システムにおいてＣＰＣ機能を改善する方法及び装置を提供すること
を課題とする。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　本発明では、無線通信システムのＵＥ（ユーザー端末）においてＣＰＣ（パケットの継
続的連続性）機能を改善する方法を開示する。当該方法は、再設定（Ｒｅｃｏｎｆｉｇｕ
ｒａｔｉｏｎ）メッセージを受信する段階と、前記再設定メッセージに第一ＩＥ（情報要
素）が含まれた場合に、当該第一ＩＥに含まれる第二ＩＥの値を判断する段階と、前記第
二ＩＥの内容が新たなタイミングである場合、前記ＵＥが前記第一ＩＥの内容を保存せず
に使用する段階とを含む。前記第一ＩＥは不連続送受信（ＤＴＸ－ＤＲＸ）動作のタイミ
ング情報を示すために用いられ、前記第二ＩＥはＤＴＸ－ＤＲＸ動作のタイミングを選択
するために用いられる。
【００１７】



(5) JP 4777450 B2 2011.9.21

10

20

30

40

50

　本発明では更に、無線通信システムにおいてＣＰＣ機能を改善するための通信装置を提
供する。当該通信装置は、通信装置の機能を実現する制御回路と、制御回路の中に設けら
れ、プログラムコードを実行して制御回路を制御するＣＰＵ（中央処理装置）と、制御回
路の中にＣＰＵと結合するように設けられ、プログラムコードを記録する記憶装置とを含
む。前記プログラムコードは、再設定メッセージを受信するコードと、前記再設定メッセ
ージに第一ＩＥが含まれた場合に、当該第一ＩＥに含まれる第二ＩＥの値を判断するコー
ドと、前記第二ＩＥの内容が新たなタイミングである場合、前記通信装置が前記第一ＩＥ
の内容を保存せずに使用するコードとを含む。前記第一ＩＥはＤＴＸ－ＤＲＸ動作のタイ
ミング情報を示すために用いられ、前記第二ＩＥはＤＴＸ－ＤＲＸ動作のタイミングを選
択するために用いられる。
【００１８】
　本発明では更に、無線通信システムのＵＥにおいてＣＰＣ機能を改善する方法を開示す
る。当該方法は、再設定メッセージを受信する段階と、前記ＵＥが複数の条件を満足し、
かつ前記再設定メッセージに特定のＩＥが含まれた場合に、ＤＴＸ－ＤＲＸ動作を起動す
る段階とを含む。前記特定のＩＥは、ＤＴＸ－ＤＲＸ動作のタイミング情報を保存するた
めに用いられる。
【００１９】
　本発明では更に、無線通信システムにおいてＣＰＣ機能を改善するための通信装置を提
供する。当該通信装置は、通信装置の機能を実現する制御回路と、制御回路の中に設けら
れ、プログラムコードを実行して制御回路を制御するＣＰＵと、制御回路の中にＣＰＵと
結合するように設けられ、プログラムコードを記録する記憶装置とを含む。前記プログラ
ムコードは、再設定メッセージを受信するコードと、前記ＵＥが複数の条件を満足し、か
つ前記再設定メッセージに特定のＩＥが含まれた場合に、ＤＴＸ－ＤＲＸ動作を起動する
コードとを含む。前記特定のＩＥは、ＤＴＸ－ＤＲＸ動作のタイミング情報を保存するた
めに用いられる。
【００２０】
　本発明では更に、無線通信システムのネットワークにおいてＣＰＣ機能を改善する方法
を提供する。当該方法は、再設定メッセージを生成する段階と、前記再設定メッセージに
第一ＩＥが含まれることを確認した場合に、第二ＩＥを当該再設定メッセージに組み入れ
る段階と、前記再設定メッセージを前記無線通信システムのＵＥに送信する段階とを含む
。前記第一ＩＥはＤＴＸ－ＤＲＸ動作の情報を示すために用いられ、第二ＩＥはＤＴＸ－
ＤＲＸ動作のタイミング情報を示すために用いられる。
【００２１】
　本発明では更に、無線通信システムにおいてＣＰＣ機能を改善するための通信装置を提
供する。当該通信装置は、通信装置の機能を実現する制御回路と、制御回路の中に設けら
れ、プログラムコードを実行して制御回路を制御するＣＰＵと、制御回路の中にＣＰＵと
結合するように設けられ、プログラムコードを記録する記憶装置とを含む。前記プログラ
ムコードは、再設定メッセージを生成するコードと、前記再設定メッセージに第一ＩＥが
含まれることを確認した場合に、第二ＩＥを当該再設定メッセージに組み入れるコードと
、前記再設定メッセージを前記無線通信システムのＵＥに送信するコードとを含む。前記
第一ＩＥはＤＴＸ－ＤＲＸ動作の情報を示すために用いられ、第二ＩＥはＤＴＸ－ＤＲＸ
動作のタイミング情報を示すために用いられる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２２】
　かかる方法及び装置の特徴を詳述するために、具体的な実施例を挙げ、図を参照にして
以下に説明する。
【００２３】
　図６を参照する。図６は無線通信システム６００を表す説明図である。無線通信システ
ム６００は望ましくはＨＳＰＡシステムであって、概してネットワークと複数のＵＥを含
む。図６では、ネットワークとＵＥは無線通信システム６００の構造を説明するために用
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いられるに過ぎず、実際、ネットワークは要求に応じて複数の基地局またはＲＮＣを含み
、ＵＥは例えば携帯電話またはコンピュータシステムなどの装置である。
【００２４】
　図１を参照する。図１は無線通信装置１００のブロック図である。説明を簡素化するた
めに、図１では無線通信装置１００の入力装置１０２、出力装置１０４、制御回路１０６
、ＣＰＵ（中央処理装置）１０８、記憶装置１１０、プログラムコード１１２及びトラン
シーバー１１４のみ示している。無線通信装置１００では、制御回路１０６はＣＰＵ１０
８を用いて記憶装置１１０に記録されたプログラムコード１１２を実行し、無線通信装置
１００の動作を制御し、入力装置１０２（例えばキーボード）でユーザーが入力した信号
を受信し、出力装置１０４（スクリーン、スピーカーなど）で映像、音声などの信号を出
力する。無線信号を受発信するトランシーバー１１４は受信した信号を制御回路１０６に
送信し、または制御回路１０６による信号を無線で出力する。言い換えれば、通信プロト
コルに当てはめれば、トランシーバー１１４は第一層の一部とみなされ、制御回路１０６
は第二層と第三層の機能を実現する。望ましくは、無線通信装置１００はＨＳＰＡシステ
ムに用いられ、ＣＰＣ機能をサポートする。
【００２５】
　図２を参照する。図２は図１に示すプログラムコード１１２を表す説明図である。プロ
グラムコード１１２はアプリケーション層２００と、第三層インターフェイス２０２と、
第二層インターフェイス２０６を含み、第一層インターフェイス２０８と接続されている
。第三層インターフェイス２０２はＲＲＣを実行し、ネットワークシステムの要求または
通信環境の変化に応じて無線通信装置１００のＲＲＣ状態を変更する。第二層インターフ
ェイス２０６は無線リンクを制御し、第一層インターフェイス２０８は物理接続を実施す
るために用いられる。
【００２６】
　従来の技術では、ＣＰＣ機能のＤＴＸ－ＤＲＸ動作の起動時、ＵＥが再設定（Ｒｅｃｏ
ｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）メッセージを通して「ＤＴＸ－ＤＲＸ　ｔｉｍｉｎｇ　ｉｎｆ
ｏｒｍａｔｉｏｎ」ＩＥを受信し、かつ「ＤＴＸ－ＤＲＸ　ｔｉｍｉｎｇ　ｉｎｆｏｒｍ
ａｔｉｏｎ」ＩＥのうち「ＣＨＯＩＣＥ　Ｔｉｍｉｎｇ」ＩＥの内容が新たなタイミング
設定であると判断した場合、ＵＥは「ＤＴＸ－ＤＲＸ　ｔｉｍｉｎｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔ
ｉｏｎ」ＩＥの新たなタイミング設定を使用するのみならず、「ＤＴＸ－ＤＲＸ　ｔｉｍ
ｉｎｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ」ＩＥを変数ＤＴＸ＿ＤＲＸ＿ＰＡＲＡＭＳに保存しな
ければならない。それに鑑みて、本発明の実施例ではＤＴＸ－ＤＲＸ動作を改善し、進ん
でＣＰＣ機能を改善するために、第三層インターフェイス２０２にＣＰＣプログラムコー
ド２２０を設け、「ＤＴＸ－ＤＲＸ　ｔｉｍｉｎｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ」ＩＥの設
定を保存せずに使用するようにＵＥを制御する。
【００２７】
　図３を参照する。図３は本発明の実施例による方法３０のフローチャートである。下記
方法３０は無線通信システム６００のＵＥにおいてＣＰＣ機能の改善に用いられ、ＣＰＣ
プログラムコード２２０としてコンパイルすることができる。
【００２８】
　ステップ３００：開始。
　ステップ３０２：再設定メッセージを受信する。
　ステップ３０４：前記再設定メッセージに第一ＩＥが含まれた場合に、当該第一ＩＥに
含まれる第二ＩＥの値を判断する。前記第一ＩＥはＤＴＸ－ＤＲＸ動作のタイミング情報
を示すために用いられ、第二ＩＥはＤＴＸ－ＤＲＸ動作のタイミングを選択するために用
いられる。
　ステップ３０６：前記第二ＩＥの内容が新たなタイミングである場合、ＵＥは前記第一
ＩＥの内容を保存せずに使用する。
　ステップ３０８：終了。
【００２９】
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　前記方法３０では、第一ＩＥは「ＤＴＸ－ＤＲＸ　ｔｉｍｉｎｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉ
ｏｎ」ＩＥであり、第二ＩＥは「ＣＨＯＩＣＥ　Ｔｉｍｉｎｇ」ＩＥである。「ＣＨＯＩ
ＣＥ　Ｔｉｍｉｎｇ」ＩＥの内容は「新タイミング」（Ｎｅｗ　Ｔｉｍｉｎｇ）または「
継続」（Ｃｏｎｔｉｎｕｅ）である。前記方法によれば、ＵＥで受信した再設定メッセー
ジに「ＤＴＸ－ＤＲＸ　ｔｉｍｉｎｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ」ＩＥが含まれた場合、
ＵＥは「ＤＴＸ－ＤＲＸ　ｔｉｍｉｎｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ」ＩＥに含まれる「Ｃ
ＨＯＩＣＥ　Ｔｉｍｉｎｇ」ＩＥの値を判断し、「ＣＨＯＩＣＥ　Ｔｉｍｉｎｇ」ＩＥの
内容が「新タイミング」であれば「ＤＴＸ－ＤＲＸ　ｔｉｍｉｎｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉ
ｏｎ」ＩＥの内容を保存せずに使用する。言い換えれば、「ＤＴＸ－ＤＲＸ　ｔｉｍｉｎ
ｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ」ＩＥの内容は変数ＤＴＸ＿ＤＲＸ＿ＰＡＲＡＭＳに保存さ
れない。
【００３０】
　従来の技術では、「ＣＨＯＩＣＥ　Ｔｉｍｉｎｇ」ＩＥの内容が新たなタイミング設定
である場合、ＵＥは「ＤＴＸ－ＤＲＸ　ｔｉｍｉｎｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ」ＩＥの
内容を変数ＤＴＸ＿ＤＲＸ＿ＰＡＲＡＭＳに保存しなければならない。それと比べて、前
記方法３０によれば、ＵＥは「ＤＴＸ－ＤＲＸ　ｔｉｍｉｎｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ
」ＩＥの新たなタイミング設定を直接に使用し、「ＤＴＸ－ＤＲＸ　ｔｉｍｉｎｇ　ｉｎ
ｆｏｒｍａｔｉｏｎ」ＩＥを変数ＤＴＸ＿ＤＲＸ＿ＰＡＲＡＭＳに保存する必要がない。
したがって、不必要な保存動作をなくし、ＣＰＣ機能を向上させることができる。
【００３１】
　また、従来の技術では、ＤＴＸ－ＤＲＸ動作の起動後、ＵＥは下記条件のいずれかが成
立しない場合にのみＤＴＸ－ＤＲＸ動作を終了させることができる。
【００３２】
　１．ＵＥがＣＥＬＬ＿ＤＣＨ状態にある。
　２．変数ＨＳ－ＤＳＣＨ　ＲＥＣＥＰＴＩＯＮと変数Ｅ＿ＤＣＨ＿ＴＲＡＮＳＭＩＳＳ
ＩＯＮがいずれも「真」に設定されている。
　３．使用中のＤＣＨがない。
　４．変数ＤＴＸ＿ＤＲＸ＿ＰＡＲＡＭＳの設定が完了している。
　５．ＵＥで「ＤＴＸ－ＤＲＸ　ｔｉｍｉｎｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ」ＩＥを受信し
ている。
【００３３】
　ＵＥにとって、ＤＴＸ－ＤＲＸ動作を終了させるために前記条件１から条件３を成立さ
せないことは、逆に伝送効率を低下させる欠点がある。また、ＵＥはＤＴＸ－ＤＲＸ動作
の起動中に同動作を終了させるので、条件４は必ず成立する。注意すべきは、条件５は「
ＵＥで「ＤＴＸ－ＤＲＸ　ｔｉｍｉｎｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ」ＩＥを受信している
」ことを内容とするので、ＤＴＸ－ＤＲＸ動作を起動するためには、ＵＥで受信した再設
定メッセージはＤＴＸ－ＤＲＸ　ｔｉｍｉｎｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ」ＩＥを含まな
ければならない。言い換えれば、ＵＥで受信した再設定メッセージに「ＤＴＸ－ＤＲＸ　
ｔｉｍｉｎｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ」ＩＥが含まれていないことは、ＵＥがＤＴＸ－
ＤＲＸ動作を離れたことを意味する。
【００３４】
　図４を参照する。図４は本発明の実施例による方法４０のフローチャートである。下記
方法４０は無線通信システム６００のＵＥにおいて、ＵＥのＤＴＸ－ＤＲＸ動作の起動条
件を変えることで、ＣＰＣ機能を改善するために用いられ、ＣＰＣプログラムコード２２
０としてコンパイルすることができる。
【００３５】
　ステップ４００：開始。
　ステップ４０２：再設定メッセージを受信する。
　ステップ４０４：ＵＥが複数の条件を満足し、かつ前記再設定メッセージに特定のＩＥ
が含まれた場合に、ＤＴＸ－ＤＲＸ動作を起動する。当該特定のＩＥは、ＤＴＸ－ＤＲＸ
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動作のタイミング情報を保存するために用いられる。
　ステップ４０６：終了。
【００３６】
　前記方法４０では、複数の条件とは前記条件１から条件４をいい、特定のＩＥは「ＤＴ
Ｘ－ＤＲＸ　ｔｉｍｉｎｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ」ＩＥである。以上のように、ＵＥ
は前記条件１から条件４を満足し、かつＵＥで受信した再設定メッセージに「ＤＴＸ－Ｄ
ＲＸ　ｔｉｍｉｎｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ」ＩＥが含まれた場合にのみ、変数ＤＴＸ
＿ＤＲＸ＿ＳＴＡＴＵＳを「真」に設定し、ＤＴＸ－ＤＲＸ動作を起動する。
【００３７】
　言い換えれば、ＵＥで受信した再設定メッセージに「ＤＴＸ－ＤＲＸ　ｔｉｍｉｎｇ　
ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ」ＩＥが含まれないことは、ＤＴＸ－ＤＲＸ動作の起動条件のい
ずれかが成立しないことを示すので、ＤＴＸ－ＤＲＸ動作を終了させなければならない。
例えば、ＵＥがＤＴＸ－ＤＲＸ動作の起動時に連続送信に切り替えようとすれば、ＵＥで
受信した再設定メッセージは「ＤＴＸ－ＤＲＸ　ｔｉｍｉｎｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ
」を含むはずがない。したがって、ＵＥはＤＴＸ－ＤＲＸ動作を終了させることができる
。本発明の実施例ではＤＴＸ－ＤＲＸ動作の起動条件を変え、ＵＥでＤＴＸ－ＤＲＸ動作
の起動後、伝送効率を低下させず（例えばＣＥＬＬ＿ＤＣＨ状態またはＨＳＰＡシステム
を離れる）にＤＴＸ－ＤＲＸ動作を終了させることができる。
【００３８】
　そのほか、ＵＥで受信した再設定メッセージに「ＤＴＸ－ＤＲＸ　ｔｉｍｉｎｇ　ｉｎ
ｆｏｒｍａｔｉｏｎ」ＩＥが含まれた場合、再設定メッセージは「ＤＴＸ－ＤＲＸ　ｔｉ
ｍｉｎｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ」ＩＥを含み、「ＤＴＸ－ＤＲＸ　ｔｉｍｉｎｇ　ｉ
ｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ」ＩＥのうち「ＣＨＯＩＣＥ　Ｔｉｍｉｎｇ」ＩＥの内容は「新タ
イミング」でなければならない。さもなければＵＥでは未知の動作が発生しうる。それに
鑑みて、本発明では正確な再設定メッセージをＵＥに送信し、ＵＥで未知の動作が発生す
るのを防止し、ＣＰＣ機能を改善するために、無線通信システム６００のネットワークに
下記方法５０を提供する。図５を参照する。図５は本発明の実施例による方法５０のフロ
ーチャートである。下記方法５０はＣＰＣプログラムコード２２０としてコンパイルする
ことができる。
【００３９】
　ステップ５００：開始。
　ステップ５０２：再設定メッセージを生成する。
　ステップ５０４：前記再設定メッセージに第一ＩＥが含まれることを確認した場合に、
第二ＩＥを当該再設定メッセージに組み入れる。前記第一ＩＥはＤＴＸ－ＤＲＸ動作の情
報を示すために用いられ、第二ＩＥはＤＴＸ－ＤＲＸ動作のタイミング情報を示すために
用いられる。
　ステップ５０６：前記再設定メッセージを無線通信システムのＵＥに送信する。
　ステップ５０８：終了。
【００４０】
　前記方法では、第一ＩＥは「ＤＴＸ－ＤＲＸ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ」ＩＥであり、
第二ＩＥは「ＤＴＸ－ＤＲＸ　ｔｉｍｉｎｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ」ＩＥである。以
上のように、ネットワークは再設定メッセージに「ＤＴＸ－ＤＲＸ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉ
ｏｎ」ＩＥが含まれることを確認した後に、「ＤＴＸ－ＤＲＸ　ｔｉｍｉｎｇ　ｉｎｆｏ
ｒｍａｔｉｏｎ」ＩＥを再設定メッセージに組み入れてから、この再設定メッセージをＵ
Ｅに送信する。そうすると、ＵＥで受信した再設定メッセージは「ＤＴＸ－ＤＲＸ　ｉｎ
ｆｏｒｍａｔｉｏｎ」ＩＥと「ＤＴＸ－ＤＲＸ　ｔｉｍｉｎｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ
」の両方とも含み、未知の動作を防止することができる。
【００４１】
　注意すべきは、ネットワークから送信された再設定メッセージに「ＤＴＸ－ＤＲＸ　ｉ
ｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ」ＩＥと「ＤＴＸ－ＤＲＸ　ｔｉｍｉｎｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏ
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ｎ」ＩＥの内容は必ず「新タイミング」である。また、再設定メッセージに「ＤＴＸ－Ｄ
ＲＸ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ」ＩＥが含まれず、「ＤＴＸ－ＤＲＸ　ｔｉｍｉｎｇ　ｉ
ｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ」のみ含まれる場合でも、ネットワークはこの再設定メッセージを
ＵＥに送信し、ＵＥでＤＴＸ－ＤＲＸ動作を引き続き利用するのを可能にする。この場合
、「ＤＴＸ－ＤＲＸ　ｔｉｍｉｎｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ」の内容は「継続」である
。従来の技術と比べて、本発明の実施例はＵＥにおける未知の動作を防止することができ
る。
【００４２】
　まとめていえば、本発明の実施例によるＵＥは「ＤＴＸ－ＤＲＸ　ｔｉｍｉｎｇ　ｉｎ
ｆｏｒｍａｔｉｏｎ」のうち「ＣＨＯＩＣＥ　Ｔｉｍｉｎｇ」ＩＥの内容が新たなタイミ
ング設定である場合に、「ＤＴＸ－ＤＲＸ　ｔｉｍｉｎｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ」Ｉ
Ｅの設定を保存せずに直接使用する。したがって、不必要な保存動作は省略される。また
、本発明の実施例ではＤＴＸ－ＤＲＸ動作の起動条件を変えることで、ＵＥで伝送効率を
低下させずにＤＴＸ－ＤＲＸ動作を終了させることを可能にし、ＣＰＣ機能を向上させる
。最後に、本発明の実施例ではネットワークから送信される再設定メッセージの内容を変
えることで、ＵＥに「ＤＴＸ－ＤＲＸ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ」ＩＥと「ＤＴＸ－ＤＲ
Ｘ　ｔｉｍｉｎｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ」ＩＥを同時に受信させ、未知の動作を防止
する。
【００４３】
　以上は本発明に好ましい実施例であって、本発明の実施の範囲を限定するものではない
。よって、当業者のなし得る修正、もしくは変更であって、本発明の精神の下においてな
され、本発明に対して均等の効果を有するものは、いずれも本発明の特許請求の範囲に属
するものとする。
【図面の簡単な説明】
【００４４】
【図１】無線通信装置のブロック図である。
【図２】図１に示すプログラムコードを表す説明図である。
【図３】本発明の実施例による第一の方法のフローチャートである。
【図４】本発明の実施例による第二の方法のフローチャートである。
【図５】本発明の実施例による第三の方法のフローチャートである。
【図６】無線通信システムを表す説明図である。
【符号の説明】
【００４５】
　１００　無線通信装置
　１０２　入力装置
　１０４　出力装置
　１０６　制御回路
　１０８　ＣＰＵ
　１１０　記憶装置
　１１２　プログラムコード
　１１４　トランシーバー
　２００　アプリケーション層
　２０２　第三層インターフェイス
　２０６　第二層インターフェイス
　２０８　第一層インターフェイス
　２２０　ＣＰＣプログラムコード
　６００　無線通信システム
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】
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